
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査
等から明らかになった課題 

 
 

 

・生徒数５１０名の学校である。 

・通学方法は徒歩と自転車である。 

約70％の生徒が自転車通学である。 

学 校 の 状 況 
 

 

①体育科の取組 

・授業の導入段階に，単元と関連した体力つくり運動を取り入れる。 

 

②授業の始まりは，立腰を行って始める。（姿勢をただす） 

 

③行事の充実 

・体育大会，文化祭等に全力で参加できるよう工夫していく。 

 

④部活動での取組 

・体力テストの結果を共有し，部活動でも活用する。 

 

⑤年３回 身体測定を行い，自分の成長を知る。 

 

⑥栄養教諭・保健主事等と連携し，食の大切さを学ぶ機会を作る。 

 

 

・運動部・地域スポーツクラブに加入してい

る生徒は６８％である。 

・運動・スポーツ実施状況は，週３回以上が

６５％である。 

・朝食を毎日摂取している生徒が約８３％

である。 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

 

〇 第２学年 男子 

  「上体起こし」において県平均かつ全国平均

を下回っている。 

〇 第１学年，第２学年 女子 

  第１学年，第２学年ともに「５０ｍ走」にお

いて県平均かつ全国平均を下回っている。 

  また，第１学年においては「上体起こし」 

「２０ｍシャトルラン」においても下回っ

ている。 

R3広島県体力・運動能力，運動習
慣等調査結果との比較から 

取組事項 

 

・携帯電話やテレビゲームの普及から，身体活

動量（生活活動，外遊び，運動，スポーツを

含む）が減少している。 

 

・生活の豊かさを求めて，機械化や合理化等を

進め，生活環境やライフスタイルが変容して

きたことを背景に，その結果として生徒の体

力が低下してきている。 

 

・幼児期からの外遊びが減少してきたことは，

社会性やコミュニケーション能力の低下につ

ながっている。 

 

・生活習慣の確立が必要である。 

 

 

・保健体育委員会で，生徒主体の体力つくりを実現する。 

・保健体育科では週に１回は教科部会を開き，状況を共有し，対策を打つ。 

・教頭を中心とした「体力向上推進委員会」を構成する。 

メンバーは，校長，教頭，保健体育科，保健主事，養護教諭，栄養教諭，各部活顧問で構成。 

・学期１回の会議の開催を目標とする。 

体 制 

 

 

・運動能力を高めることができる。体力テストの数値があがる。 

・関連して高まる体力を意識しながら体力つくりできる。 

・けがをしにくく病気になりにくい体になっていく。筋力をつけることは，けがの防止に役立つ。 

 運動することにより，肥満や糖尿病等の生活習慣病を予防することに役立つ。 

・ストレスを解消し脳の働きを高める。心の疲れや緊張を解消したり，軽くしたりすることができる。 

 脳が刺激され，その働きが活発になり，学習にも好影響をもたらす。 

・コミュニケーション能力や社会性が高まる。 

期待される効果 

東 広 島 市 立 磯 松 中 学 校 

達成目標 ○ 運動する楽しさや心地よさを味わい運動好きな子どもを増やし，生涯にわたって運動に親しむものにする。 

○ 県平均以上の種目を８０％以上にする。 



 

 

 

 

                   ～３月     ４月      ５月          ６月       ７・８月     ９月        10月      11月      12月 

          

【体育科・保健体育科】 

 

①  

 

② 

 

 

  

 

 

 

 体つくり運動 

 

 

 

 

 

 

   ダンス 

 

 

 陸上競技系 

 

 

   

 

 

 

体つくり運動 

 

 

 

ボール運動系 

  

 

 

    柔道 

 

 

     

 

 

ボール運動系 

 

 

 

器械運動系 

 

 

 

 

 

 

 

陸上球技系 

 

 

ボール運動系 

【教科外】 

 

③ 

 

④ 

         

【日常生活等】 

 

⑤ 

 

⑥ 

  

 

    

 

 

   

 

【家庭・地域との連携】 

 

⑦ 

         

 

結果分析・計画立案 

計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

○ 運動する楽しさや心地よさを味わい運動好きな子どもを増やし，生涯にわたって運動に親しむものにしていく 

○ 県平均以上の種目を８０％以上にする  

 

 

 

達成目標 

東広島市立磯松中学校 

毎時間の導入段階で，主運

動につながる運動（体の動

きを高める運動）を取り入

れる。 

 

休み時間の外遊

びをしよう 

体育大会に向けて体力づ

くりをしよう 

基礎体力の向上 

リズム感を養う 

瞬発力の 

向上 

筋力 

アップ 

投力・敏しょう性

の向上 

柔軟性 

巧緻性を 

高める 

持久力を高

める 

雨でも工夫して

トレーニングを

しよう 

 

・基本的生活習慣を身

につけるために朝練

習を行う。 

・弱点補強の取り組み 

・部活ごとに朝 校門

であいさつ運動を行

う 

暑さに負けない 

体力をつけよう 

夏季休業中で生活習

慣が乱れないように

しよう 

基礎体力の向上に向

けた取組をしよう 

自己の体力を知

り弱点を補おう 

文化祭に向けて

歌を精一杯歌っ

て体力を向上さ

せよう 

保護者と一緒に 

校内環境整備 

寒さに負けない体

力を付けよう 

風邪予防のために自己

管理に心がけよう 

新学年に向けて課

題を持って取り組

もう 

身体測定 身体測定 身体測定 

体力テスト 

県選手権大会市内予選会 

県選手権大会海田地区予

選会 

体育大会 

県選手権 

大会 

市内総合大会 

 

市内 

新人大会 

小学校運動会 

 

部活動参観を通

して連携 

家庭確認 

体 

育 

大 

会 
新入生部

活体験 


